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使用し電圧 5 ~ 7 v , duration 0.5m sec. ，周波数60cps の短形波にて、 30秒刺激30秒体止で 5 分、
20分、 40分間の反覆電気刺激を行なった。刺激終了後可及的すみやかに耳静脈よりネムブタールで全
身麻酔を行ない、燐酸緩衝 4%グルタルアルデヒド (pH7 .4)で濯流固定を行ない、刺激部位と同側の








分布状態、成熟過程により 1) 1.0~2.0μ 大の暗調な末成熟型分泌頼粒、 2) 1.5~2 .5μ 大の明調な





2. b-交感帯 5 分間刺激では細胞の増大と粗面小胞体の著しい発達が認められ、その内腔に約400






3. c-副交感帯 5 分間刺激では成熟型、未成熟型の分泌頼粒が放出され、腺腔内に分泌頼粒内容物
と同一の構造物が存在し、さらにParks が virus- 1ike bodies と指摘している膜様物も認められた。ま
た透出分泌を示唆させる所見が形態的に観察された。 20分間刺激では分泌頼粒の放出像がきわめて多
数認められ、分泌尤進所見であると報告される念珠状の放出像もみられた。一方、同一細胞内には成
熟型と未成熟型の両者の分泌頼粒が混在するものが観察出来た。さらに40分間刺激では放出像は少な
くなるが、成熟型分泌頼粒を含有する細胞が多く認められた。
以上のことから視床下部の電気刺激が耳下島嚇冬末部に及ぼす影響を超微構造のレベルで検索した結
果、 b-交感帯刺激により分泌物の合成、 c-副交感帯刺激により分泌物の放出が促進されることが確
認されたO
論文の審査結果の要旨
本研究は最高の自律神経中枢である視床下部を電気刺激し、家兎耳下1称冬末部に及ぼす影響を超微
構造のレべ、ルで
的変化並びび、にこれの自律神経調節機序の一端が明らカか冶にされた価値ある業績でで、あると認める O よって
本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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